
■落合地域のぶどう園において、既存の防風ネットを活用した簡易複合柵
（電気柵とワイヤーメッシュを組み合わせた柵）の実証試験を行いました。
■試験の結果、サルやテン、アナグマによる被害が軽減できたので、紹介します。

設置方法

ガイシを付けた支柱を防風
ネットとﾜｲﾔｰﾒｯｼｭの間に設置
し、結束バンドで固定する。

電線は3段に設定（地面から
90、100、110cm）。
※金属製の支柱や番線に接触

させないこと！
※上下2段と中間の1段は電

極を変えること！

ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭでネットの裾を留め
ることで下からの潜り込みを
防ぐ。

電気柵の電源本体は、
柵の内側に設置する。

複合柵の原理

■動物が図中の赤い線（⊕）と青い部分（⊖）を同時に掴むことで
感電する仕組み。

■ワイヤーメッシュは、地中に埋まっているので、地面に足を置い
て、赤い線（⊕）を掴んでも通電する。

電源本体

ぶどう園における防風ネットと電気柵の
組み合わせによる簡易複合柵



使用した資材（園地4a、外周85ｍ）と費用の目安

設置上の注意点

🙈防護柵の設置は被害初期に！
・被害が頻発し、動物がぶどうに執着して
しまうと、防衛しにくくなります。

🙊電圧はこまめにチェック！
・電圧は、常に5千ボルト以上になるように
管理してください。

🙉裾部分や継ぎ目からの潜り込みに注意！
・少しでも隙があれば、動物はそこから潜
り込んでしまいます。

🙈園地周辺の木や障害物は撤去すること！
・電気柵より上に飛びつかれると、せっか
くの複合柵も効果を発揮できません。

・撤去できない場合、登れないように工夫
するか、園地を縮小する等の対策が必要
です。

🙊電源本体は園地の内側に設置！
・外側に設置すると、本体を足掛かりに侵
入される恐れがあります。

🙉その他
・柵を設置する際は、農作業の邪魔になら
ないように、計画的に設置しましょう。

園地周辺をうろつくサル

柵沿いの立木は、登れないように、
後日、複合柵で囲った。

ネットの裾部にできた隙間
イタチに侵入されたため、補強した。



複合柵の突破事例紹介

■落合地域の柿園に設置した複合柵（電気柵とワイヤーメッシュを組み合わせ
た柵）で、サルとキツネが侵入する様子が観察されたので、紹介します。

観察された侵入の様子

侵入箇所の特定と対策の提案

キツネもまったく同じ場所から侵入する様子が観察されました。

侵入箇所の特定

画像を分析した結果、サルやキツネは、
ワイヤーメッシュの目合いが大きくなっ
た箇所（幅22cm×高さ18cm）から侵入
したことが確認されました。

・ワイヤーメッシュの外側に、アニマル
ネットなどの目合いの細かい網を貼る。

・新しく柵を設置する園地では、最初から
幅10cm×高さ10cmの目合いのワイヤー
メッシュを使用することをお勧めします。

対 策

防護柵を正しく設置して農作物への被害を減らしましょう！
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